
環境対策の実践 
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意識調査結果まとまる防災意識

環境対策

協働事業

　環境対策として実践し
ている、または実践した
いと考えているものにつ
いて、あてはまるものを
全て選んでください。

　市は、毎年「市民意識調査」を実施しています。市が行政課
題を解決するために、どのような施策が必要なのか。市民の皆
さんの考えを知るこの調査はその基礎資料となるものです。
　報告書は２月下旬から市立図書館などで閲覧できるほか、
市のホームページ（市政情報→広報・広聴）にも掲載します。　
　問合せは市民相談課（0798・３５・３100）へ。

　
震
災
前
後
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最
も
意
識
が
変
化

し
た
の
は
、
「
自
宅
近
く
の
高
層

建
物
の
確
認
」で
　
％
と
な
っ
て

２６

い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
家
庭
で
の
非
常
食
糧

や
懐
中
電
灯
な
ど
の
備
え
」
は
、

「
震
災
以
降
に
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
が
　
・
８
％
で
、
震
災

１４

以
前
か
ら
実
施
し
て
い
た
人
と
合

わ
せ
る
と
約
６
割
を
超
え
、
最
も

意
識
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
　
一
方
、
「
地
震
保
険
」
に
つ
い

て
、
震
災
以
前
も
以
降
も
加
入
し

て
い
な
い
人
が
約
６
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
環
境
対
策
と
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、
「
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節
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」、「
ご
み
の
減
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分
別
・
資
源
回
収
」
、
「
買
い

物
袋
持
参
」
を
約
８
割
～
９
割

の
人
が
実
践
し
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
環
境
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
こ
れ
か
ら
実
践
し

た
い
」
も
の
で
は
、
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太
陽
光

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
」、「
環
境
活
動
へ
の
参
加
」

が
約
５
割
を
占
め
る
一
方
、
こ

れ
ら
を
実
践
し
た
い
と
思
わ
な

い
人
も
約
３
割
あ
り
、
意
見
が

分
か
れ
ま
し
た
。

　
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画

段
階
か
ら
協
議
し
、
課
題
を
解

決
す
る
「
協
働
事
業
提
案
制

度
」
に
つ
い
て
、「
提
案
し
た
い

と
思
う
」、「
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ら
な
か
っ
た

が
、
提
案
し
て
み
た
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」
を
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わ
せ
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約
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と
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っ
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い
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。
　

　
し
か
し
、
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制
度
に
消
極
的
な
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と
し
て
、
「
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味
が
な
い
」が
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３
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が
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そ
う
」
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約
２
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い
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果
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な
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た
。

　あなたは、「協働事業
提案制度」で何か提案
したいと思いますか。
あてはまるもの選んで
ください。

　
今
年
度
の
市
民
意
識
調
査

は
、「
 東
日
本
大
震
災
に
よ
る

防
災
意
識
の
変
化
」、「
環
境
対

策
の
実
践
」、「
参
画
と
協
働
」な

ど
６
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調

査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　 東日本大震災発生前
後の防災意識の変化に
ついて、あてはまるもの
を選んでください。

より「早く」 より「遠く」 より「高く」 避難を！

河
野
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
政
運
営
の
大
切
な
資
料
に

同提案で採択された「プレーパーク」。
子どもの遊び場を提供しています

クリーン大作戦でまちをきれいに

　
今
回
の
調
査
で
、
東
日
本
大
震
災
の
後
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
防
災
意
識
や
節
電
な
ど
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
は
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
な
ど
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
災
や
環
境
問
題
な
ど
に
つ

い
て
、意
識
向
上
に
向
け
た
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
望
み
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
は
市
政
運
営
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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践

提
案
し
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み
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等

積
極
的
意
見
が
２
割
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※グラフ数値は四捨五入しているため100％にならない場合があります


